
JSM-DBC

＜主な事業・活動＞

☆JSM-DB︓ＯTC医薬品等の流通情報・適正使⽤情報のデータベース
☆ JAN、パッケージ画像、添付文書、説明文書等のDB

 様々な流通形態に対応する製品情報をデータ利⽤会員を通じて登録、更新、提供

☆OTC医薬品成分情報︓電⼦版お薬⼿帳等での医療⽤との成分参照情報
 各種PHR（Personal Health Record）へのOTC薬情報の提供

☆ おくすり検索︓適正使用情報 https://search.jsm-db.info/

 セルフメディケーションの基となる適正使用情報を直接消費者に提供

 OTC薬協・PMDA・JAPICの支援・連携

☆ セルフメディケーション税制事務局︓医政局医薬産業振興・医療情報企画課受託業務

＜事業の効果＞
製薬企業は、PMDA他各種システムへの登録・更新が⼀度の⼊⼒で多⾓的に実施できる
製薬企業が自ら登録・確認する情報品質の高いデータを一元化して保管、共有化する
⾮競争領域の共通する情報を⼀元化し、製薬企業の個別経費の軽減をはかる
データ利⽤会員により、各種システムを通じて薬局・店舗販売業・卸売業が必要情報を利⽤
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・⽇本語名︓セルフメディケーション・データベースセンター

・英 語 名 ︓Japan Self-Medication Data-base Center

・OTC医薬品の業界団体として、JSM-DBCは2000年７⽉に設⽴

211会員会 員 数

129会員・メーカー_JAN管理

６会員・卸売販売業

39会員・情報利⽤企業

21会員・官公庁・団体等

16会員・大学研究機関等

☆有料会員の会費でシステム維持

資料４
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JSM-DBの登録情報

主な項目情報の種類

販売名、JANコードなど138項目製品基本情報

添付文書 PDF・テキスト添付文書情報

説明文書 PDF・テキスト説明文書情報

棚割用画像６面、外観画像１面画像情報

・外箱ITFコード、外箱内内箱数、外箱単品入数、外箱サイズ（幅）、
外箱サイズ（⾼さ）、外箱サイズ（奥⾏）、外箱重量、荷合わせ数、
パレット面数ケース、パレット段数、パレット積付けパターン、
使用パレット種類、メーカーパレットサイズ

・内箱ITFコード、内箱単品入数、内箱サイズ（幅）、内箱サイズ（高さ）、
内箱サイズ（奥⾏）、内箱重量

物流情報

2024年４⽉、OTC薬の配合個別成分毎に医療⽤医薬品のYJコードの上位
７桁を付与した「OTC医薬品成分データ」の提供を開始（医療薬との連携）
※「電子版お薬手帳ガイドラインについて」（薬生総発0331第１号令和５年３⽉31⽇付け厚⽣労働省

医薬・⽣活衛⽣局総務課⻑通知への対応
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（参考）JSM-DBの登録画面

▸OTC医薬品分類

続く



（参考）おくすり検索の使⽤例
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（参考）OTC医薬品成分データの付与方法
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会費徴収の趣旨について

•JSM-DBCの設⽴⽬的は、デジタル化への対応と業界全体のコスト低減であり、
本趣旨に賛同いただける企業の会費（※）でシステム運用を⾏っている

※データ登録会員は企業の売上高に応じて、最低1万円/年から、最⾼でも70万/年以下
※データ利⽤会員は定額会費（OTC医薬品成分データ利⽤会員は別途利⽤料が必要）

•また、会員へはPMDA等への情報登録等のサービスも提供している

•従って、公平性の観点からOTC薬のデータ登録は会員企業からのみとしている

•JSM-DBは、店頭売上高では、市場の95％を網羅している

•しかし、以下の製品など、直取引製品を中心に非会員の未登録品が存在する

配置等特殊流通品

ショップブランド等特定流通先商品

各都道府県内のみ等、狭小地域での限定販売品

（参考）会員にならない理由を⾮会員企業に聴取したところ、
「会費を払ってまで登録するメリットが無いから」との回答も寄せられた
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（参考）JSM-DBC役員名簿
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企業名（役職） 企業名順氏 名JSM-DBC役員

佐藤製薬株式会社 代表取締役社⻑佐藤 誠一会 ⻑

アリナミン製薬株式会社 代表取締役会⻑森澤 篤副会⻑

アルフレッサヘルスケア株式会社 代表取締役社⻑⻄⽥ 誠副会⻑

株式会社大木 代表取締役社⻑執⾏役員松井 秀正副会⻑

大正製薬株式会社 取締役専務執⾏役員髙橋 伊津美副会⻑

第一三共ヘルスケア株式会社 代表取締役社⻑内田 高広副会⻑

全薬工業株式会社 代表取締役社⻑橋本 弘一監 事

株式会社⿓⾓散 代表取締役社⻑藤井 隆太監 事

セルフメディケーション・データベースセンター小田 武秀専務理事


